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平成 30 年 9月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と 

実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 29 年 11 月 15 日に公表いたしました平成 30 年 9 月期（平成 29 年 10 月１日～平成 30 年９月 30

日）の第２四半期連結累計期間の業績予想値と本日公表の実績値について、差異が生じましたので、下

記の通りお知らせいたします。 

記 
 
１．平成 30 年 9 月期第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値との差異 

（平成 29年 10 月 1 日～平成 30 年 3月 31 日） 

          
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 
1株当たり四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

8,300 

百万円 

642 

百万円 

650 

百万円 

450 

円 銭 

89.28 

実  績  値（Ｂ） 8,333 830 846 584 115.91 

増減額（Ｂ－Ａ） 33 188 196 134 － 

増減率（％） 0.4 29.3 30.2 29.8 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 29年 9 月期第２四半期） 
7,500 710 721 519 103.17 

 

２．差異の理由 

 売上高につきましては当初予想値どおりの進捗となりましたが、利益面につきましては、工事にお

いて原価管理や工程管理の徹底ができたことにより利益率の改善が図れたことに加え、昨今の採用環

境の厳しさから要員計画に差異が生じたことによる人件費の減少のほか、債権管理の徹底により与信

関連費用が圧縮できた結果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益が当初予想を

上回る結果となりました。 

 

以   上 
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